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平成３０年 第３回斜里町議会定例会 全員協議会会議録 
 

平成３０年９月１３日（木曜日） 

 

開会 午後３時０５分 

閉会 午後４時３２分 

 

◇ 第６次斜里町行政改革大綱及び実施計画（行革推進会議諮問案）について ◇ 

 

●木村議長 それでは、ただ今から、会議規則第１２５条により、全員協議会を開きます。

本日の案件は１件であります。第６次斜里町行政改革大綱及び実施計画（行革推進会議諮

問案）についての説明を受けます。それでは、説明をお願いします。島津総務部参事。 

●島津総務部参事 （第６次斜里町行政改革大綱及び実施計画（行革推進会議諮問案）に

ついて 内容説明 記載省略） 

●木村議長 説明が終わりましたので、ここで質疑を受けたいと思います。ご質疑ござい

ませんか。小笠原議員。 

●小笠原議員 具体的な事項の後に、１ページから１９ページ最後まで、白い矢印は実施、

黒の矢印は検討となっていますが、それぞれ項目ごとに年度で分けている。ところが２ペ

ージは、３１年から３５年の間、黒線と白線がまっすぐ２本入っていますが、これはどう

いうことで書いているのですか。 

●木村議長 島津参事。 

●島津総務部参事 この部分については、広報媒体の活用は今もフェイスブック等も含め

て利用している状況と、新たに下の項目に書いてあるとおり新たなＩＣＴの活用やＷｅｂ

申請などに対応したホームページへのリニューアルなどについては検討するということで、

実施の内容と検討の内容が重複しているので二重線になっているとご理解いただければと

思います。 

●木村議長 久野議員。 

●久野議員 監査の報告を聞いて、事業執行の透明性などを確保するとともに創意工夫を

持った行政の運営を臨む、まさに行政改革を実施することがこれにつながるのではないか

と思います。 

 １２ページに人事評価制度とありますが、いろいろ各自治体に聞くと、評価することに

対して基準作りが難しい、公平性を保つのが難しいということを聞いています。 

 ３１年から３５年まで第６次を実施するにあたり、その前の第５次の時は、賞与、昇給、

昇格は実際にきちんと評価がなされていたものなのでしょうか。 

●木村議長 島津参事。 
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●島津総務部参事 第５次の人事評価制度は、賞与や昇給、昇格については検討段階なの

で成績率については導入していません。評価の不公平感やばらつきの部分ですが、これに

ついては管理職も研修等を実施していて、できるだけ評価に差が出ないような取り組みを

していますし、本人と面談をして内容を決定しているので感情的なものでの評価は、極端

には起こらないと認識しています。 

●木村議長 久野議員。 

●久野議員 実際の試行段階というか入られるのは、この第６次からと解釈してよろしい

ですか。 

●木村議長 島津参事。 

●島津総務部参事 人事評価については５次の段階で実施しています。第６次で検討する

のは、より一層内容について精査をすることや、賞与、昇給、昇格への反映について検討

して反映できるものについては反映するという中身になると思います。 

●木村議長 久野議員。 

●久野議員 聞き取れなかったのですが、第６次は何と何をやると言いましたか。 

●木村議長 島津参事。 

●島津総務部参事 賞与、昇給、昇格への反映の検討や、例えば組織目標や職務目標を明

確にして人事評価の精度を高めるようなことを第６次で実施していくとご理解いただけれ

ばと思います。 

●木村議長 久野議員。 

●久野議員 誰が誰を評価する、体系図といいますか、例えば一般職であれば課長が、課

長であれば部長がというような、お互いがお互いを評価する者、評価される者はわかって

いるということでよろしいですか。 

●木村議長 島津参事。 

●島津総務部参事 評価者については課長職、課長職については部長職、部長職について

は副町長、特別職という形で決まっています。これについては皆さん認識しています。 

 現場を持っている保育所などは、評価補助者として園長が評価する形になっています。 

●木村議長 久野議員。 

●久野議員 評価される者としては、どういった基準で自分を見ているのか気になると思

いますが、例えば評価シート、能力シートのようなものを本人にこのような基準ですよと

示されているのでしょうか。 

●木村議長 島津参事。 

●島津総務部参事 評価した内容については本人が確認できることになっています。まず

は本人と面談を行って目標設定と評価を行なうので、面談の中で評価者の考え方や評価さ

れる側の考え方などをお互い理解して対応する形になっています。 

●木村議長 久野議員。 
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●久野議員 この評価で例えば昇給、昇格の時に上位になった者、もうこれ以上いかない

者のモチベーションが下がる心配もあると思いますが、そこら辺はどうでしょうか。 

●木村議長 島津参事。 

●島津総務部参事 今言われた中身が理解できないのですが、最高評価をされた場合でし

ょうか。最高評価という言い方がよいかわかりませんが、あくまでも業務に対して目標設

定をして、その目標に対してどの程度できたか。あとは普段の業務態度なども含めてどう

いった評価になるかを評価するので、最高レベルというのがどういう意味か理解できませ

んでした。今の評価方法ではそういったものがないので理解できなかったということでご

理解ください。 

●木村議長 久野議員。 

●久野議員 昇給、昇格がずっと上にいってしまったという解釈で、それ以上ないといっ

た時のモチベーションのことを言っています。 

●木村議長 島津参事。 

●島津総務部参事 それは役職の例えば給与表が上がっていく、役職の最高は部長職です

が部長職になった時のモチベーションということでしょうか。これについては継続して評

価はしますが、毎年、目標設定などは変わるので必ずしも評価につながることにはならな

いですし、賞与、昇給、昇格の成績率の反映については検討しますが、今の段階でどの程

度まで反映させるかという三つの部分は、全てさせるかもしれませんし、１項目になるか

もしれませんし、そこら辺は今後の検討の結果になりますので、その部分では一気に何年

間かでも最高の評価になることは基本的にはないと思います、回答になっているかどうか

わかりませんが。 

●木村議長 久野議員。 

●久野議員 いずれにしてもこれがきちんと反映されて、職員の資質向上につながるよう

な現実的な取り組みをしていただきたいと考えています。 

●木村議長 他、ございませんか。金盛議員。 

●金盛議員 大綱の期間が３１年から３５年ですが、まだ具体的に出されていませんが、

おそらくこの期間中に国公法の改正を受けて地公法の改正がすぐ続いて出るのではないか。

一般質問でした定年延長の関係ですが、定年延長に限らず地公法の改正で想定される範囲

でこの大綱の中に考え方を盛り込んでいるかどうか、とりあえず現状でスタートするとい

うことなのか、その辺についてはどうですか。 

●木村議長 島津参事。 

●島津総務部参事 地公法の改正の内容についても一部定年延長、現時点では再任用制度

ということで現行の制度で対応しているので、再任用制度が定年延長につながるという考

えでいるので、まったく入っていないということではなくて、それも含めた内容での計画

ということでご理解いただければと思います。 
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●木村議長 金盛議員。 

●金盛議員 そういう流れだろうと思いますが、再任用制度もすでに定数内職員というこ

とで職員の体制の一角を占めていますが、実態としては感想からすると非常にゆがんだ制

度と思います。それがそっくりそのまま定年延長にいってしまうと、組織の活力、人材の

有効活用などの面で非常にマイナス面になると思います。 

 再任用制度について第６次の大綱を策定するにあたって、一定の評価などはされたでし

ょうか。 

●木村議長 島津参事。 

●島津総務部参事 再任用制度の評価ということですか。現時点で再任用してまだ３年が

経過したところで、内容について廃止する部署なども含めて試行錯誤している状況なので、

評価までは再任用については出しきれない内容です。 

●木村議長 金盛議員。 

●金盛議員 制度そのものの評価はしていないことはそれはそれでよいのですが、人事評

価との関わりですと、再任用者は人事評価の対象になるのかどうか。その辺についてはど

うでしょうか。 

●木村議長 島津参事。 

●島津総務部参事 人事評価制度の対象になります。 

●木村議長 他、ございませんか。久保議員。 

●久保議員 １７ページの、その他の自主財源の確保のところ、ガバメントクラウドファ

ンディングというのが出てきました。うちは１００平方メートル運動がその先駆者かと思

うような方式です。近年の低金利の時に、ふるさと納税もそうですがどちらかというとお

金が集まりやすい時代というか傾向にあるといわれます。それはお金の行き場所がないと

経済界の人が言いますが、全国をネットで見ますと、そういう財源を使って資金調達をし

て、行政ばかりではなくＮＰＯや民間の団体など、大企業ではなくて起業する、起こすほ

うです。 

 昨日の一般質問で、教育長は期待していた答弁でなかったので言い忘れましたが、夕張

市が夕張高校魅力化事業を去年か一昨年やっています、これがファンディングです。特別

授業や公設塾の運営費用を７００万円募集して、集まったのは２千万円を超えました。 

 つまり、財源の考え方を、見方を変える方法があるのではないか。この項目はこれから

３年検討するということで、どこの課でやるのか、どういう人材、外部の能力を使ってや

るのかわかりませんが、その辺の方向性というか意気込みを聞かせていただければと思い

ます。 

●木村議長 北部長。 

●北総務部長 広い意味でいろいろご指摘いただいたと思いますが、このことについては、

かねてからふるさと納税の部分で検討して、職員の中では、単純にふるさと納税ではなく
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ふるさと投資ということでクラウドファンディングを含めてプロジェクトチームで検討を

進めてきました。そういうなかで１次提言、２次提言という形で提出して、その部分では

クラウドファンディング型のガバメントクラウドファンディングの中では、九つくらいこ

ういうことができるのではないかという部分もプロジェクトチームの中で作って、対応と

してはふるさと納税とは違ってクラウドファンディングサイトを使って資金調達すること

を想定しての研究を進めています。 

 その中では、オールイン方式かオールオアナッシング方式ですが、１００平方メートル

も夢のあるものだったと思います。そういう部分ですとオールオアナッシング方式がよい

のではないかと思いますが、通常の行政が関わると向心力が働いて、オールイン方式でな

いと責任が持てないということもあるので、オールイン方式でやるとあまり夢のあるもの

にならないジレンマもある。また、日本のクラウドファンディングのサイトでいうと、ア

メリカのように手数料が安くないことが難点になっています。昨日、一昨日あたりもふる

さと納税に対する総務省の締め付けがかなり強くなっているなかで、非常に流動的になっ

ている部分があります。 

 一致して世論は、やはりクラウドファンディング型の目的意識をはっきりして寄付を集

める方向が支持されることに世論の意思はそっちにいっていると思いますので、第６次の

中でもこのような項目を入れさせていただいています。 

●木村議長 久保議員。 

●久保議員 行政が関わると信用度はよいのですが拘束がたくさんある。つまりプレイヤ

ーになるかサポーターになるかが大きな分かれ目になる、最初の。寄付する側は行政が入

っていることに安心感を持つ。例えばＮＰＯなどいくら趣旨がよくても投資するかという

と、この辺は見極めがいると思います。 

 先ほど釣りの話にも出ましたが、いろいろな釣り人のサイトを見ていると、マナーが悪

いことを怒っている釣り人もいます。来る人が皆悪いわけではないです。クマの出る話も

さばく話もそうです、サイトにいろいろ出てきます。逆に悪い噂なら、斜里ならどこでさ

ばくと見つからないなど、そういうところもあります。 

 もう少し公共性を重視して、うちはこういう姿勢でそのためにこれだけの募集額を、例

えば釣りに関していえばもっと安全に、ごみの処理はどうする、来る人たちにはどうする

かなども、観光の面からと宮内議員が言っていましたが、将来を見込んだ考え方に立って

考えないと、被害が出るので駄目だということになると止別や興部のように締め出す側に

立ってしまいます。 

 釣りばかりではないですが、投資する側は、特に知床は観光地ですから遊びに来ます。

ただで遊ぼうという人ばかりではなく、きちんと負担するものはしてもよいという、その

よい例がライセンス制です。あまり釣れないのでお金を払いたくないのですが、お金を払

っても、遠い札幌などから来ても時間を楽しく過ごしたいという人もいることを、上手く
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クラウド型につなげられないか。 

プロジェクトでやっているということで、どうしても行政は財政といったら財政課かど

こかとなりやすいですが、そうでなく広くやっていられると思いますが、いかがですか。 

●木村議長 北部長。 

●北総務部長 このプロジェクトチームは、公募も含めて若い人から私のような者まで含

めていろいろ参画してやってきました。ただ、今、中断しています。情勢をみているとい

うのもありますし、よいものが出てきたらそれに全力投球したいというのと、世論も味方

に付けたいので頃合いを待っている部分もあると思います。 

 難しいものは誰を頼りにするのかという話もあったと思いますが、そういうサイトを運

営しているところにはキュレーターという専門家、相談員がいます。例えばこういうもの

だったらどうだろうかと相談に応じることも業務としてあるので、そこを参考にしたいと

プロジェクトチームの中では提言をしています。 

 先ほどの釣り人と観光客の受け入れの部分で共存ということになりますが、プロジェク

トチームの中では釣り人の対応では案は挙がってきませんでしたが、すでに財団がやって

いるヒグマとの共存を目指すなかでのまちづくり事業ということで、何かこれをできない

かという案が一つ出ています。 

 先ほど議員がおっしゃったように、リワードを何にするかがもう一つの悩みです。ふる

さと納税で上手いことみんな頭に置いてしまったので、なかなか寄付文化が根付いていな

い方は、どれだけ食いついてくれるかというと事業の中身というかインパクトのあるもの

でなければならいのだろう、うかつなところで手を出しても中途半端なもので終わってし

まうだろうという感じはします。 

●木村議長 他、ございませんか。久野議員。 

●久野議員 ５ページの、町民参画を促す施策の推進の中の、町民から意見反映機会の充

実ということでパブリックコメント等あります。その中の移動町長室の実施についてお伺

いします。 

 移動町長室は、あ～ったか移動町長室という名前になっていますが、今年の回数は比較

的少ないと思いますが、３回くらいですか。 

●木村議長 伊藤課長。 

●伊藤企画総務課長 昨年は３回実施しましたが、今年度は１回実施しています。 

●木村議長 久野議員。 

●久野議員 町民にこれを企画したいと聞いていますが、あ～ったか移動町長室の注意事

項の最後のほうに気になることが書いてあります。この懇談会は専ら要望や苦情をお引き

受けする場ではありませんとあります。そうかもしれませんが、要望、苦情とこれに出す

ラインというか違いは、なかなか一般の人で作ることはできないのではないかと思います、

どこが違うのか。 
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 確かに、悪質なただ文句を言うやからを防ぐにはよいかもしれませんが、この表現の方

法をもう少しわかりやすく書くか、これを取り除くなどのやり方にしないと、町民からの

町長とお話をしてみたいという機会が失われるのではないかと思いますが、そこら辺はど

うお考えでしょうか。 

●木村議長 伊藤課長。 

●伊藤企画総務課長 過去の実績から申し上げると、要望や苦情めいたことがなかったわ

けではないですが、基本的には町長との懇談を深める機会、自分たちの活動を知っていた

だく機会、自分たちの悩みを町長に聞いてもらうなどが主で行ってきました。 

久野議員がおっしゃったように、確かにそういう文言に抵抗を感じる団体等がいらっし

ゃるかもしれませんが、あくまでも移動町長室には要望や苦情ではなく、自分たちの活動

や町長との懇談を深めてもらうのが主なので、それはご理解をいただきたいと思います。

それについてはできる限り町民の皆さんのご理解をいただきたいと思います。 

●木村議長 久野議員。 

●久野議員 それであればなおさらこの文言を考えていただいて、参加できるようなもの

にしてもらいたいと思うのが一つです。 

 もう一点、この移動町長室は何名以上の参加とありましたが、例えばご老人の方で、移

動町長室をやる前のまちづくり懇談会では、２名でも３名でもやっていた。それが極端に

少なくなってしまったので、やる効果がないということでお辞めになったと思いますが、

高齢者の方や地域に住んで意見を持っている方は、１名でも２名でもよいからやってほし

いという意見があります。そういうものに対してはどのようにお考えになりますか。 

●木村議長 北部長。 

●北総務部長 専ら要望や苦情を受ける場所ではないという部分の表現ですが、何が悪い

のかよくわかりません。これはあってるのではないかと思います。違う書き方があるので

したら教えていただきたいです。 

 もう一つ、原則の中で５名といっています、相談はいつも受けています。その人数でで

きないけれどもということは受けたことがないです。こちらは広がりを持って受けたいと

思っていますので、そこでどうしても１名足りないのだけどどうかなど、そういう話で切

るなどの考えは毛頭ありませんので、気軽に相談をしてほしいと思います。 

 ただ、１名がどうなのかというと、これはあまりにも個人の意見になってしまうのでは

ないかと思いますので、町長はいつも町長室を開けて対応をしているので、そこはあまり

かしこまらないでいろいろな機会を利用していただければと思います。 

●木村議長 町長。 

●馬場町長 町長室は寒いと閉めていますが、基本的に仕事がない限りは、町民の方が来

られれば予定がない限りお会いしています。私に何としても伝えたいという人もいるでし

ょうが、その要望等にこだわっていらっしゃるようであえて言いますが、そうであれば斜
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里町役場にはいろいろな部署があります。関係する部署にぜひ話をして、相談をしてもら

いたいです。そういうことを言っていただきたいです、そういうお話があった時に。その

うえで、らちがあかないから町長にも言いたいと言ったら、いつでもというわけにはいき

ませんが受ける姿勢は持っています。全然閉ざしてはいないです。そのことをぜひおわか

りいただきたいと思いますし、相談のあった町民の方には伝えていただきたいと思います。 

 移動町長室でなるべく多くの人と意見交換ができたほうがよいということで、こういう

うたいをしていますが、基本は町民の声に耳を傾けるというのは、私もそうですが職員に

もそれは言い続けていることなので、聞く耳を持たないとは思わないで、今、お話したこ

とをお伝えいただきたいと思います。 

●木村議長 他、ございませんか。金盛議員。 

●金盛議員 実施計画案の７ページにペーパーレス会議システム、Ｗｅｂ会議システムが

あります。紙をあまり使わないようにすることと、遠隔地との会議を想定していますが、

行政間では例えばウトロは行ったり来たりは時間もかかるのでよいと思いますし、それは

斜里町だけの判断でいろいろな仕組みを作れると思います。他の振興局や道の本庁などと

のＷｅｂ会議も想定されますが、うちのほうだけではなく先方もそういう準備ができてい

ないとできないと思いますが、その辺はどうなのでしょうか。 

もう一つは、今もテレワークをやっていますが、例えばそういうところと連携を取りた

い場合もあると思いますが、そういったことでの具体的な想定されるケースはあるのかど

うか、その辺についてはどうでしょうか。 

●木村議長 伊藤課長。 

●伊藤企画総務課長 ウトロ支所とのＷｅｂ会議については、すでに昨年から構築してい

て、今回の停電対応についてもＷｅｂ上でやり取りしていました。 

 他の行政機関とのＷｅｂ会議については、現在のところ進んでいないのが現状です。こ

れは行政を筆頭に働き方改革が遅れているところが典型的かと思いますので、何らかの機

会で我々のほうから呼び掛けていきたいと思います。 

 他の企業とのテレビ会議については、この間、何回か行っています。しれとこらぼで行

ったり、私の端末でも行っていますので、それは機会とタイミングが合えば行っています。 

●木村議長 金盛議員。 

●金盛議員 庁舎内のパソコンは更新しています。この計画ではＷｅｂ会議等の整備はシ

ステム含めて３１年、３２年ですからこれから検討するという考えですが、それに備えて

機材は想定を踏まえた機材整備ということでよいでしょうか。それともやる時点になって

ある程度拡張性を考えているなど、その辺についてはどうでしょうか。 

●木村議長 伊藤課長。 

●伊藤企画総務課長 機材のことは、おそらく先ほどの議題でもあったとおりパソコンの

購入のことだと思いますが、それについては行政システムの中でのパソコン上のことなの
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で、それはそれとして計画的に配備します。 

 Ｗｅｂ会議等については、基本的には外部との接触は仮想化という技術を持って接触し

ない限りＷｅｂ会議はできないことになっているので、残念ながら少し支障があります。

そういった意味では、外部と直接ネットワークが組める端末をもう少し配備することによ

って、他の課においてもＷｅｂ会議がより安くできやすくなると思いますので、その辺は

企画総務課でやりつつ徐々に広げていきたいと思います。 

●木村議長 他、ございませんか。海道議員。 

●海道議員 ３ページの、協働のまちづくり推進事業の検討という意味で、来年検討され

るのでしょうが、幅広い自治会等の取り組みを期待しながら支援していくということです

が、来年検討される内容についてどう検討されるのかお伺いします。 

●木村議長 大野課長。 

●大野住民生活課長 具体的になるかわかりませんが、町長からの一般質問の答弁でもあ

ったとおり、自治会連合会の役員や各自治会の会長はじめ役員からの意見と、私どもとの

意見を交換したうえでより使いやすいといいますか場合によってはアイデアをいただきな

がら次に向けて検討を進めたいと考えています。 

●木村議長 海道議員。 

●海道議員 アイデアといわれましたが、もうやっている事業です。やっていた事業の中

で少し考え方が違ってきているのか、また新しくこういうこともやったらよいのではとい

う意見交換を含めて、行政から提案していくということなのでしょうか。 

●木村議長 大野課長。 

●大野住民生活課長 おそらく私どもから提案というか打診をするような形がきっかけに

なるのではないかと思います。その後のやり取りは流れを見ながら、複数回何らかの形で

意見をキャッチボールするような機会をつくりながら取り組んでいきたいと思います。 

●木村議長 他、ございませんか。櫻井議員。 

●櫻井議員 確認ですが、１４ページの、職員の人材育成の推進の中にある（５）の家事、

育児、介護への男女共同参画への取り組みの検討の中で、夫婦で家事をシェアするための

研修、男性向け料理講座、離乳食講座、収納掃除などの家事講座がありますが、これは本

当にやるのですか。働きやすい職場づくりの推進では、もう少し違う部分に主点を置いた

ほうがよいのではないかと思います。 

 ここに書いてあるワークライフバランスを職場のほうでというのは、こうやって掲げて

いるところもありますが非常に難しいのと、本当にそれをやることが職員の人材育成にな

るかということも議論が始まっているくらいこんなこと、こんなことではないのですが、

職場との関連です。 

仕事と生活のバランスをよく取りましょうという部分では、男性の育児休暇が取りやす

い、あるのになかなか取れない、取れない雰囲気がある、例えば介護休暇。共働きでも奥
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さんのほうがどちらかというと育児に走らなければいけないからそれが削減されるなど、

そういう制度としてはあるにもかかわらず、なかなかそれを取りにくいというのが官庁関

係だというデータも出ています。 

先進的な民間事例では皆自由に取れる。なぜかというと職場の雰囲気、トップの目とい

うと町長が意地悪とかそういうことではなく、全体に粛々とある何となく、何とからしさ、

ジェンダーフリーになっていない部分など、そういう意識の改革に重点を置けば、ここに

書いてある料理の作り方などに行革で重きを置くよりは、取りやすい、自分たちのワーク

ライフバランスがしっかりライフでも取れるような雰囲気づくりに視点を置いたほうがよ

いと思いました。これをここに掲載して悪いということではないですが、これだけのもの

を載せるのであれば、それに見合った、背後になぜそういうことが浸透しないかをしっか

りと念頭に置いてやったほうがよいのではないかと思いました。 

●木村議長 北部長。 

●北総務部長 雰囲気づくり、まさしくそれを狙ったものです。制度等は法律の中で対応

しなければならない部分もあります。ところが積極的に取れるかというと、やはり周りの

雰囲気づくりがないと取れないのも事実です。頭の固い上司がいると取れない。私のよう

に家事を全くしない人間もいますので、そういうところから意識改革も必要だろうという

なかから、職員の発案でこうなっている部分ですのでご理解いただきたい。 

 ここでの表現は多々あると思いますが、これは職員の中でも年代を通してさまざまな意

見が出され協議がされたところです。ここまで書く必要はあるのかということもありまし

た。若い職員の中ではこれは当たり前ではないかということもありました。私どもの世代

としては当たり前ではないです。そういうことがあるので、違う方もいらっしゃると思い

ますが、意識改革を狙った雰囲気づくりのための一方策である例ということで、大目に見

ていただきたいと思います。 

●木村議長 櫻井議員。 

●櫻井議員 今の時代は生活することに楽しさを置くことが、職員の生活というか勤務の

中にも影響が多くあることだと思いますので、ここは職員間で楽しく状況を知り、理解す

ることに使われるとよろしいと思います。 

●木村議長 北部長。 

●北総務部長 話が少なかったと思います。先ほどの説明の中でファシリティの研修とい

うのもありましたが、これらの講座については、かつて民生部門でやったこともあります

が、これは職員だけのことではなくて機会を得て町民向けなど、議員はどうかわかりませ

んが門戸を広げて開催していく工夫もやっていきたいという狙いがあります。 

●木村議長 他、ございませんか。ないようでありますので、以上を持ちまして、第６次

斜里町行政改革大綱及び実施計画（行革推進会議諮問案）についての質疑を終了いたしま

す。 
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 以上で、本日の全員協議会を閉じます。 

午後４時３２分 


